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フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

博
仁
く
ん
（
６
歳
）

五個荘中央公園の取材でお会いしました

　

第
２
期
「
地
域

お
こ
し
協
力
隊
」

の
委
嘱
式
が
市
役

所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
委
嘱
さ
れ
た
の
は
、
大

型
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
パ
ー

ク
で
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
活
躍

さ
れ
る
な
ど
の
経
歴
を
持
つ

藤
井
悠
矢
さ
ん
（
32
歳
）。
大

阪
府
箕
面
市
か
ら
愛
知
川
上

流
の
山
間
に
位
置
す
る
奥
永

源
寺
地
域
の
杠
葉
尾
町
に
移
り

住
み
、
過
疎
高
齢
化
が
進
む
同

地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ま
れ

ま
す
。

　

委
嘱
式
で
は
小
椋
正
清
市
長

が
藤
井
さ
ん
に
委
嘱
状
を
手
渡

し
、
藤
井
さ
ん
は
「
健
康
ダ
ン

ス
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
。
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

促
進
に
も
つ
な
が
れ
ば
」
と
意

気
込
み
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
で
の
地

域
お
こ
し
協
力

隊
の
受
け
入
れ

は
、
昨
年
４
月

か
ら
同
地
域
で

活
動
さ
れ
て
い

る
前
川
真
司
隊

員
と
山
形
蓮
隊

員
に
続
き
３
人

目
と
な
り
ま
す
。

　

市
指
定
無
形
民

俗
文
化
財
の
最
上

踊
り
が
４
日
、
尻

無
町
の
八
坂
・
八
幡
神
社
と
大

森
町
の
大
森
神
社
で
奉
納
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
両
町
に
伝
承
さ
れ

て
い
る
３
０
０
年
以
上
の
歴
史

を
も
つ
民
俗
芸
能
で
す
。
名
前

の
由
来
は
、
江
戸
時
代
に
東
北

地
方
で
57
万
石
を
誇
っ
た
大
名

の
最
上
氏
が
家
督
争
い
の
末
こ

の
地
に
５
０
０
０
石
で
転
封
さ

れ
、
そ
の
陣
屋
で
領
民
が
踊
っ

た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

　

当
日
は
境
内
の
か
が
り
火
の

明
か
り
に
照
ら
さ
れ
な
が
ら
、

囃
子
や
太
鼓
の
音
に
合
わ
せ
、

日
の
丸
扇
子
を
手
に
輪
に
な
っ

て
踊
り
ま
し
た
。

　

ま
た
５
日
に
は
、
羽
田
神
社

（
上
羽
田
町
）
で
フ
キ
ハ
ヤ
シ
が

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
フ
キ
ハ
ヤ

シ
は
、
祝
詞
（
シ
ュ
ウ
シ
）
と

も
呼
ば
れ
、
４
人
の
子
ど
も
た

ち
が
紋
付
羽
織
袴
の
姿
で
、
笛
・

鼓
・
締
太
鼓
で
囃
子
を
奉
納
す

る
も
の
で
す
。
神
を
喜
ば
せ
る

た
め
の
芸
能
で
あ
り
、
豊
作
を

祈
願
す
る
要
素
が
多
く
盛
り
込

ま
れ
、
市
指
定
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
囃

子
を
奉
納
し
た
小
澤
郁
弥
く
ん

（
八
日
市
西
小
２
年
）
は
、「
昨

年
の
鼓
は
太
鼓
に
合
わ
せ
て
で

き
た
け
ど
、
今
年
の
太
鼓
は
一

生
懸
命
に
毎
晩
練
習
し
ま
し
た
。

次
に
担
当
す
る
笛
は
、
音
を
出

す
の
が
難
し
そ
う
」
と
ほ
っ
と

し
た
表
情
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

健
康
ダ
ン
ス
に
意
欲
　
新
隊
員
に
藤
井
さ
ん

春
の
祭
　
最
上
踊
り
・
フ
キ
ハ
ヤ
シ
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桜名所めぐり

五個荘中央公園

佐久良川の堤

松尾神社参道

太郎坊宮参道

　

東
近
江
市
体
験

交
流
型
旅
行
協
議

会
主
催
の
「
ア
レ

ル
ギ
ー
の
基
礎
知
識
講
演
会
」

が
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
ア
ピ

ア
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
農
林
漁
業
体
験

や
民
泊
の
受
け
入
れ
を
促
進
す

る
た
め
平
成
23
年
に
市
内
の
営

農
、
漁
業
組
合
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な

ど
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に

滞
在
で
き
る
よ
う
、
ア
レ
ル

ギ
ー
の
知
識
や
発
症
時
の
対

処
法
に
関
す
る
講
演
が
行
わ

れ
、
受
け
入
れ
家
庭
な
ど
約

50
人
が
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

講
師
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア

レ
ル
ギ
ー
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

常
務
理
事
の
中
西
里
映
子
さ
ん

は
、
民
泊
受
け
入
れ
時
の
注
意

点
と
し
て
、
保
護
者
へ
の
事
前

調
査
と
子
ど
も
へ
の
聞
き
取
り

で
ア
レ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
正
確

な
情
報
を
得
る
こ
と
な
ど
を
挙

げ
ら
れ
、
参
加
者
か
ら
は
「
知

識
を
持
つ
こ
と
で
、
安
心
し
て

受
け
入
れ
ら
れ
る
」
と
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

正
し
い
知
識
で
万
が
一
に
備
え
る

3
28

５
月
31
日
㈰

に
開
催
さ
れ
る

東
近
江
大
凧
ま

つ
り
に
華
を
添
え
る
「
風
の
女

神
」
４
人
の
委
嘱
式
が
勤
労

者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ウ
ェ

ル
ネ
ス
八
日
市
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
風
の
女
神
は
ま
つ

り
当
日
、
１
０
０
畳
敷
大
凧

が
空
高
く
舞
い
上
が
る
た
め

に
、
よ
い
風
が
吹
く
よ
う
祈

念
す
る
ほ
か
、
ま
つ
り
当
日

を
含
む
大
凧
ま
つ
り
関
連
事

業
に
参
加
し
、
イ
ベ
ン
ト
を

盛
り
上
げ
ま
す
。
委
嘱
式
で

は
東
近
江
大
凧
ま
つ
り
実
行

委
員
長
の
小
椋
正
清
市
長
か

ら
、
公
募
で
選
ば
れ
た
東
浦
優

生
さ
ん（
20
歳
）と
藤
原
悦
子
さ

ん（
35
歳
）に
加
え
、
観
光
大
使

の「
東
近
江
レ
イ
ン
ボ
ー
大
使
」

で
あ
る
伊
藤
理
絵
さ
ん（
30
歳
）

と
小
辰
阿
希
子
さ
ん（
28
歳
）に

凧
で
で
き
た
委
嘱
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

委
嘱
さ
れ
た
藤
原
さ
ん
は
、

「
た
く
さ
ん
の
願
い
札
が
貼
ら

れ
た
大
凧
な
の
で
、
夢
を
運
べ

る
よ
う
な
風
を
お
こ
し
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、風
の
女
神
の
衣
装
は
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
「
近
江
の
麻
」

を
用
い
て
成
安
造
形
大
学
生
が

デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
を
、
昨
年

に
引
き
続
き
着
用
し
ま
す
。
湖

東
繊
維
工
業
協
同
組
合
の
北
川

陽
子
さ
ん
は
、「
地
域
の
行
事

に
地
域
の
素
材
が
使
用
さ
れ
る

こ
と
が
と
て
も
う
れ
し
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

風
の
女
神
４
人
の
委
嘱
式

4
4.54

16

▲最上踊り（尻無町）

▲

最
上
踊
り
（
大
森
町
）

▲

フ
キ
ハ
ヤ
シ
（
上
羽
田
町
）

▼

右
か
ら
藤
原
さ
ん
、東
浦
さ
ん
、

小
椋
市
長
、小
辰
さ
ん
、伊
藤
さ
ん


